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１．はじめに
　巨大地震が都市直下で発生した場合には，消防は火
災の鎮圧，救助，救急搬送など多発する災害に対応し
なければならず，そのためには災害の種別，発生場所
と時刻，規模などの正確な情報の収集・伝達が必要で
ある．しかしながら，通信量の増大による輻輳，また
は，通信線の切断や停電により，携帯電話や一般電話
などの公衆回線によるこれら情報の収集・伝達は困難
であると考えられる1�）．
　本稿では，地震時を想定して開発した防災活動を支
援する情報システムのフィールド実験について報告す
る．さらに，本システムの発展型としてＩＰネット
ワークを用いた消防防災ネットワークの一形態につい
て提案する．

２．情報システムのフィールド実験について
　震災時において，市役所や消防署，避難所となる小
学校などは，災害対応を行うための情報の収集と伝達
において重要な役割を果たすと考えられる 2�）．そこ
で，これらの拠点を公衆回線によらない独自のネット
ワークで結び，音声・データの通信実験を埼玉県所沢
市で行った．
　図１は所沢市における通信実験に用いたネットワー
クの構成図である．消防本部と消防署，市役所，小学
校などの6つの拠点が，ビル間通信などに利用されて
いる 2.4GHz 帯の SS-DS（spread� spectrum-
directsequence：直接拡散スペクトラム拡散）方式の
無線 L A N で結ばれている．音声通話のインター
フェースとして PHS 技術を応用した音声・データ通
信システムが用いられている．これは統合化した消防
防災通信システム（FiReCos�）と呼ばれ（図２），以
下の機能を持っている3,�4�）．

・PHS�の内線モードを利用したマルチチャンネルア
クセス（MCA�）方式

・中継機を介した VoIP による音声通話
・ソフトウエア回線コントローラーによる回線制御
・咽喉マイクや専用ボタンによるハンズフリー通話
・PIAFS によるデータ通信（32kbps）

さらに，本システムは，火災の発生地点や倒壊家屋等
の被災状況を災害現場で入力するための携帯端末，出
火点をもとにして火災の延焼を予測する火災延焼シ
ミュレーションシステム5�），地震被害想定システムの
機能を備えている．
　市役所を除く5カ所の拠点の周りで，FiReCosによ
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る通話実験を行い明瞭な会話が出来ることを確認し
た．FiReCos の携帯無線機は公衆 PHS としても登録
可能で，通常時は携帯電話として利用し，災害時は最
寄りの拠点に近づくことで自営モードでの通信が可能
となる．避難所や役所などの拠点を本システムで結ぶ
ことで，自治体職員のみならず避難住民らへの音声通
話や情報提供サービスが実現できるものと考えられ
る．さらに，携帯端末による被害情報の入力実験を
行った．FiReCos の PIAFS によるデータ通信によっ
て消防局に設置したデータベースにこれらを送信し，
GIS上で表示することができた．回線障害を想定した
経路の迂回をスパニングツリー機能を基に実験し，経
路の切り替え中にFiReCosの音声に一時的な途切れが
発生するものの会話が可能であることを確認した．
　さらに，本システムの稼働実験を，国土交通省関東
広域ネットの光ファイバー網と情報コンセントを基に
行い，システムの設置および運用の容易性を確認し
た．ＩＰをベースとして構築されている本システム
が，これらネットワークとの高い親和性を有している
ことが示された．

３．消防防災ネットワークについて
　図３に本稿で実験したシステムの発展型である IP
ネットワークを用いた消防防災ネットワークの概念図
を示す．機能としては以下が考えられる．

1)�VoIP を利用した音声系通信の統合
　　デジタル消防無線，デジタル防災無線，FireCos

や携帯電話などとの相互接続をはかる．
2)GXML などによる災害・防災データの共有化
　　集約された火災，要救助者，道路閉塞などの情

報をネットワーク上で共有する．デジタル消防無
線を用いて災害情報をデータ放送し，消防車両の
ナビ上へ表示するなどの応用が考えられる．

図 3�消防防災ネットワークの概念図

3)�モバイルルータや VPNを利用したネットワーク
　　消防車両がどこに移動してもセキュリティーを

保ったまま消防用ネットワークに接続可能とす
る．例えば，消防緊急援助隊が被害地へ向かう途
中の高速道路のサービスエリアなどで，ネット
ワークに接続し，被害状況の画像，地図や防火水
槽などの活動支援情報のダウンロードを行う．

4)�準天頂衛星などの衛星系通信の活用
　　甚大災害における被災地でも通信を可能とし，

ユビキタス性を確保する．
これらの基になる要素技術はすでにほとんどが確立さ
れており，これらが消防の情報システムに取り入れら
れることにより，より効率的な活動が期待できる．

４．まとめ
　今後は，提案ネットワークの要素技術を，開発中の
防災活動を支援する情報システムに取り入れて実験を
行いたい．
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